
８ 参考事業例

<未来創造チャレンジの例>

<タイトル> 子ども食堂から、子育ての輪を作ろう！

<課題> 子ども食堂を運営しており、多世代交流や、食を通じた居場所作りを行ってい
る。口コミで利用者は増えているものの、支援が必要な人に情報が届いていない
懸念があることや、地域外に住む家庭を支援しづらい点が課題である。

<アイデア> 区と協働して、子ども食堂の連携システムを作り、情報を広げる。そこか
ら、地域の企業等とつながって、支援やボランティア募集もできる窓口とし
て活用したい。また、子ども食堂の広報や団体同士をつなげることを目的と
したイベントを開催し、安心して子育てできるまちづくりをしていきたい。

<補助金による購入品例> システム構築費用、イベント用の物品、広報チラシ代、イベン
ト用テント購入費、参加賞代など

写真はイメージです。
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<コラボチャレンジの例>

<タイトル> 世界とつながるまちをつくりたい！

<課題> 町内に外国人住民が増えている。防災やごみ出しについて案内したいが、なかな
かコミュニケーションが取れないでいる。外国人の方も、行政手続きや生活で困って
いることがあるみたいだが、どこに相談して良いか分からないようだ。

<アイデア> 町会と地域にある外国語サークルが協働して、国籍の垣根を越えて助け合え
るまちにしたい。町会は教室となるスペースを開放したり、回覧や掲示板で
広報をする。外国語サークルでは、周知用のチラシを作ったり、日本語を教
える講座を開いて必要なコミュニケーションスキルや日本の文化を教える
等、連携して進める。

<連携例> Ａ町会と外国語サークル

<補助金による購入品例> 広報チラシ代、教材冊子、講師謝礼、イベント用の物品等

< 参考 >
地域課題を考える上で、参考となる区の課題や施策については、区ホームページに掲載の

「第３次みどりの風吹くまちビジョン」をご確認ください。
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写真はイメージです。

第３次みどりの風吹くまちビジョン

検索エンジンからアクセス

区ホームページ

二次元コード
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９ ねりま協働ラボ よくある質問 Ｑ&Ａ

Ｑ１．法人化していない、任意の団体でも応募はできますか？

Ａ１．法人化されていない団体でも、他の要件を満たしていれば、応募できます。

Ｑ２．法人の住所は練馬区外にありますが、活動地域が練馬区内にある場合、応募できま

すか？

Ａ２．法人（団体）の住所が、練馬区外でも問題ありませんが、構成員に練馬区の在住・

在勤・在学者を含んでいることが必要です。

Ｑ３．未来創造チャレンジ、コラボチャレンジの２つに応募することは可能ですか？

Ａ３．両チャレンジへの同時応募はできません。補助期間、補助額、協働の方法等、各チ

ャレンジの特徴を確認の上、応募ください。応募前に区に相談することもできます。

Ｑ４．未来創造チャレンジは、複数団体による連携で応募することはできますか？

Ａ４．未来創造チャレンジについても、複数団体による連携で応募することは可能です。

あらかじめ１つの団体を代表として、応募してください。

Ｑ５．応募団体はＮＰＯ法人ですが、町会・自治会と連携して応募する場合、コラボチャ

レンジの町会・自治会枠で応募することはできますか？

Ａ５．応募団体が町会・自治会の場合のみ、町会・自治会枠で応募することができます。

応募要件について
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